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会  議  報  告  書 

     
会議名 第５回（仮称）第２次２１世紀矢板市総合計画 策定検討委員会 
日 時 平成２２年２月１６日（火）午後７時００分～８時５０分 
場 所 市役所 ２階 本館会議室 

出席者 
 

市 只木秘書政策室長、鈴木政策班長 政策班 赤羽主幹、和田副主幹、杉山

策定委員 ９名 

１ 開 会（政策班 和田副主幹）  １９：００ 

   開会及び資料の確認 

 

２ あいさつ（会長） 
   
 
３ 検討事項（進行：会長） 

○前回までの作業の確認について（和田副主幹説明） 
・去年までの３回で良いところ悪いところ、現状と将来を十分に検討してきた。 

・市民アンケートにより、更に顕著に確認ができたところである。 

・さらに、本文でいうＰ３７～３８ 基本方針及び将来都市像のところまで、前回で検討

いただいた。 

・今回は、引き続きこの部分を煮詰める作業をしていただく予定だったが、その前にそれ

を検討していく材料として、具体的な都市像について話したい。 

・本文Ｐ４１～の将来都市構造図を見ていただきたい。これが、具体的なハード整備の設

計図である。 

・この色がついているところのピンクの部分が、市街地といわれるところである。専門用

語でいう用途地域の部分である。この中に入ると都市計画税が発生するところである。 

・別途都市計画図を見ていただきたい。この中で、都市計画道路も表わされている。将来

的に必ず必要となる道路は、この決定をし、制限をかけている。 

・この他都市マスタープラン概要版Ｐ１０～で矢板市を６地区に分け、優先的に整備する

ところ、保全するところの色分けを行っている。 

・例えば矢板１地域では、矢板駅東口のあたりから木幡の区画整理地域あたり整備を表し

ているところである。 

・矢板２地域では、矢板那須線バイパスの整備等駅西地区の整備を表している。 

・片岡地域には、国道４号のバイパス化やつつじヶ丘周辺整備等を表している。 

・代表的な事業のスケジュールを申しますと、木幡道路は来年度完成予定である。道の駅

も来年度完成予定である。 

・この都市マスタープランは、総合計画と違い一度決めたら、一定期間変えないものであ

る。しかしながら、この図でいう、紫の所は、人口５万人を想定して市街地の増大を想定

していたものである。 
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・さらに、概要版Ｐ５に新幹線新駅イメージが掲載してある。本日、来年度予算が発表と

なったが、市で建設事業として自由に使えるお金が約１３億円程度である。この中でも市

の一般単独費は、約３～４億円位である。 

・新幹線新駅を作るとなると、現在では国の補助も見込めない。単独でやるとすると、全

ての公共事業をストップしても、数十年かかる計算である。 

・極めて非現実的なので、そろそろ結論を出す時期にきている。 

・本日は、整備について色々と話させていただきましたが、皆様方のご意見として、現計

画で書いてある、新幹線新駅の今後についても御意見をいただきたい。 

・スマートＩＣは、現在国の方針が変わり、試行期間はもう終わっている。もし設置する

ならば、原則国の補助がないため市の単独費で行わなければならない。 

（委員）駅東口の道路の舗装修繕をなぜ、行っているのか。もっと悪いところがあるので

はないか。 

→あの道路は市の中でも特に交通量の多い重要な幹線道路であり、整備後年数が経過し良

く見るとひび割れ等している。 

・今の交通関係の動きでは、横浜方面などへの在来線が便利になってきたこともある。 

（委員）確かに新幹線より、現実的に今の在来線を本数や終電時間などを拡充していくほ

うが現実的ではないか。また市営バスの本数を増やすなど、そちらに基金を回せればよい。

以前は、もっと特急もたくさん走っていた気がする。 

（委員）この計画図にある、外環道路構想は、どうなっているのか。 

→この道路は、人口５万人構想時において、図で言う紫のところまで人がいっぱいになっ

てきたら、宇都宮の環状道路のように、市を一周する道路が必要であろうと、表している

ものである。 

・本日は、この将来設計図（都市計画図）の概要を話させていただいた。また機会を見つ

けて、このような話をしたいと思う。 

・総合計画に関しては、全分野を広く網羅するために、このマスタープランのように、細

かくなっていないが、最上位計画である。 

・今からは、レジュメのシートにより分野の○の単位ごとの、一文を考えていただきたい。
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それぞれで作業開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の進め方（事務局）２０：４０ 

・次回から今回検討していただくところを基にグループワークをしていきたい。 

・宿題を出させていただくので、検討してほしい。 

・一分野だけでも特化したものを書いてほしいと思う。たとえば環境等。 

・そろそろまとめの作業に入っているので、長めの時間で行いたいがいかがか。 

→ 了 

 

次回は３月１７日に開催する。（終了を長くする。） 

 

・まちづくり基本条例策定委員会でまとめたものを参考までに配布させていただく。 

 

 

会長 〆の挨拶 

 

 

 ８ 閉会 20：50 

 


